
　

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

168

将来目標

「実績」
縮小図る

403

1,800

単位

人

人

目標値 1,930

実 績

1,200

H28目標値

982 982

Ｈ 26 Ｈ 27

4,993

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

スポーツ大会・囲碁将棋大会
①所沢市長生クラブ連合会と市の協力により、共催で実行委員会を組織する。
②参加者の募集は、広報ところざわに掲載し、長生クラブ会員については各地区の会長に、一般の参加者については、高齢者支援課にそれぞれ申し込む。
③スポーツ大会は市民体育館、囲碁将棋大会は市民文化センターミューズで実施する。
④前日の準備から、当日の運営についてまで、すべて実行委員が行う。
演芸大会
①長生クラブに参加者の依頼
②広報ところざわで一般参加者を募集（応募多数のときは抽選とする。）
③演芸大会は市民文化センターミューズで実施する。
④前日の準備から、当日の運営については全て実行委員が行う。

基本
方針

1,165

0 0 0

00

6,237

0

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

2998-9120
担
当
部
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②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業
各種大会等開催要綱

部課コード 060400 ℡

法定受託＋附加

事業コード
高齢者スポーツ大会等開催事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

060424

①事務事業名

終了年度　　　平成 年度

高齢者支援課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 庶務生きがいグループ

■ □ □

年度

106,021

→

事業の種別

高齢者福祉節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 所沢市高齢者福祉計画・介護保険事業計画

地区ごとに体育祭等が盛んであったことから、高齢者を対象としたｽﾎﾟｰﾂ事業を行って欲しいという要望があり、高齢者ｽﾎﾟｰﾂ大会の開催に至っ
たもの。平成28年度は第41回である。
相互の親睦を深め、日頃の練習の成果を発表・発揮する機会を設けるため開始した事業である。演芸大会は第40回、囲碁・将棋大会は第39回
である。

総合計画の体系 章 健康・福祉 生きがい支援の充実を図ります

人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

1,026

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

スポーツ大会・・・市内在住の60歳以上の方で、競技に出場できる健康な者
囲碁将棋大会・演芸大会・・・地区長生クラブ連合会及び市内在住の60歳以上の方 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

高齢者がｽﾎﾟｰﾂを通じて地域を越えた相互の親睦を深めることにより生きがいを高め、健康増進を図る。
演芸・囲碁将棋大会を通して1日を楽しみ相互の親睦を深めるとともに、日頃の練習の成果を発表する場を設けて、生きがいを高め毎日の生活の糧とする。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

104,415

6,237

人） （

0.62人 5,369

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

4,993

一般財源

平成 26 年度

（

28

0.15

1,023

（ 0.00

27 年度平成

4,012

（千円） 年度 （千円）

1,165

981 868

（千円） 平成

人

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.46人

参加者数

演芸大会 参加者数

164

人 337 378

 
 
⑥
成
果

171

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

スポーツ大会 参加者数

囲碁将棋大会

　 項目名 項目説明

成果指標 参加者数
1,930

1,490 1,524
参加者数の集計

目標達成状況 どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

⑦
改
善
点

％ 達成率 77

長生クラブ会員数の減少に伴い、参加者数も減ってきている。

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

継続

各大会ごとに実行委員会を開き、委員の意見を伺っている。

各大会とも参加申込み数に大幅な変動はないため

高齢者支援課長　池田　隆人

79

次年度予算

理由

会場使用料、傷害保険料等に大幅な変更はないため拡大

(2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

無

その
他

規制を受ける環境法令等

終了

縮小

⑨
環境
影響 緊急事態

会場までの自動車の利用

評価日 H28.8.19 評価者職氏名

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

無

現状
維持

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況 (2)今後の方向性

引き続き実行委員会等で出た意見を参考にしながら、より充実した内容とし
ていく。

開始年度　　　昭和 51

スポーツ大会において、一部競技方法を変更した。結果、競技者にとってルールがわか
りやすくなり進行がスムーズになった。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください）

拡大 縮小

改善・
効率化

現状
維持

理由


